
市長コラム・日々初心

◆秋田市ホームページで市長の動向や記者会見の内容などをお伝えしています。
「市長ほっとコーナー」http://www.city.akita.akita.jp/city/mayor/

市長●穂積 志
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ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が
流
れ
、
ま
ち

全
体
が
心
な
し
か
浮
き
立
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
反
面
、
ま
ち
を
行
く
人
々

の
表
情
は
何
か
に
追
わ
れ
て
い
る
か
の

よ
う
な
、
せ
わ
し
な
い
師
走
ら
し
い
風

景
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
、
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
明

る
い
話
題
や
感
動
的
な
事
柄
が
多
か
っ

た
一
方
で
、
新
卒
の
就
職
状
況
な
ど
に

表
れ
た
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
、
局

地
的
集
中
豪
雨
や
猛
暑
な
ど
の
自
然
災

害
・
異
常
気
象
、
あ
る
い
は
痛
ま
し
い

事
件
・
事
故
の
発
生
も
あ
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
平
成
22

年
。
私
な
り
に
１
年
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
観
光
元
年
と
銘
打
ち
、
観
光

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
起
用
、
観
光
時
事
放

談
の
開
催
、
観
光
情
報
専
門
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
ア
キ
タ
ッ
チ
」
の
開
設
と
、

春
か
ら
立
て
続
け
に
新
機
軸
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月
に
は
東
京
浅

草
寺
で
五
重
塔
を
背
に
竿
燈
を
披
露
・

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
し
、
市
内
の
文
化
財
を

巡
る
「
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
」
の
作
成
も

あ
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
現
在
策
定
中

の
新
総
合
計
画
で
は
「
観
光
あ
き
た
維

新
」
を
成
長
戦
略
の
一
つ
と
し
て
設
定

し
て
い
ま
す
。

７
月
、
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
・
セ
リ
オ
ン

が
本
市
初
と
な
る「
道
の
駅
あ
き
た
港
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
産
直
市
「
マ

ル
シ
ェ
・
デ
・
ポ
ー
ト
土
崎
」
に
は
市

内
産
の
新
鮮
な
野
菜
が
並
び
ま
し
た
。

８
月
に
は
秋
田
港
が
全
国
で
43
の
「
重

点
港
湾
」の
一
つ
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ー
ア
ン
ド
レ
ー
ル
構
想
な
ど
、
港
の

活
性
化
に
向
け
て
弾
み
を
つ
け
た
い
と

こ
ろ
で
す
。
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」

が
寄
港
し
た
９
月
。
秋
田
港
は
多
く
の

見
学
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

10
月
16
日
は
歴
史
的
な
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
「
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
」

の
初
陣
。
県
立
体
育
館
で
チ
ー
ム
と
ブ

ー
ス
タ
ー
が
一
体
と
な
っ
た
興
奮
と
感

動
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ス

ポ
ー
ツ
が
心
を
奮
い
立
た
せ
る
力
、
求

心
力
の
大
き
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ

け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

年
の
初
め
に
〝
今
年
は
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
打
ち
立
て
る
年
〞
と
し
て
お
り
ま

し
た
。
新
た
な
総
合
計
画
は
「
と
も
に

つ
く
り
　
と
も
に
生
き
る
　
人
・
ま

ち
・
く
ら
し
」
を
基
本
理
念
と
し
て
詰

め
の
段
階
に
入
っ
た
ほ
か
、
次
期
行
政

改
革
大
綱
や
総
合
都
市
計
画
も
順
調
に

策
定
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

師
走
12
月
。
今
年
も
残
り
あ
と
１
か

月
と
考
え
る
か
、
ま
だ
も
う
１
か
月
あ

る
と
考
え
る
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
過
ご

し
方
も
随
分
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
や
り
残
し
た
こ
と
、
忘
れ
て

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
１
か
月

あ
れ
ば
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
私
も
最
後
の
ひ
と
踏
ん
張
り
で

今
年
を
締
め
く
く
り
た
い
も
の
で
す
。

明
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

あ
と
１
か
月
。
ま
だ
１
か
月

10月16日、県立体育館に集まった３千人の
ファンがハピネッツの健闘をたたえました



水道メーターの検針時に配付している「水道使用
量・料金等のお知らせ」の裏面に、有料で広告を掲載す
る広告主を募集します。お知らせは２か月に１回、市
内全戸(約13万８千戸)に配付しています。広告の大き
さは縦195㍉×横65㍉です。全面掲載、半面掲載、３
分の１掲載のいずれかで、フルカラー印刷です。

次の広告は掲載できません…●公序良俗に反するもの
●政治性があるもの　●宗教性があるもの　●風俗営
業に関するもの　●選挙運動に関するもの　●社会問
題に関するもの　●その他不適当と認めるもの

広告を掲載しませんか

申込書を郵送しますので、上下水道局お客様センター
へご連絡ください。申し込みは12月13日(月)から27日
(月)まで。広告内容を審査した後、決定し通知します。
上下水道局お客様センター計量係☎(823)8431

申し込み

■掲載期間 平成23年６月から平成24年５月まで
※４か月間、８か月間、１年間の３種類から選べます

「水道料金等のお知らせ」裏面に

■広告料金(消費税等相当額を含む)

来年３月に策定する第６次秋田市総合都市計画などの素案を市職員
が説明するほか、長岡技術科学大学教授の中出文平さんが「人口減少
時代・高齢社会の都市・土地利用のあり方」と題して講演します。講
演終了後は「将来に望まれる都市の姿」などをテーマにパネルディス
カッション(コーディネーターは秋田大学大学院教授の木村一裕さん)
を開催します。なお、会場へは公共交通機関をご利用ください。

第６次秋田市総合都市計画シンポジウム

暖房器具を使い始める時期は、灯油

など油類の流出事故が多発します。油

類を河川などに流出させると周辺環境

に大きな被害を与えると共に、事故や過失を問わず

多額の費用(灯油18㍑で約50万円)を負担することに

なります。暖房器具を使う前には燃料タンクの配管

の老朽化や破損の有無を点検しましょう。使用中は

燃料の減り具合に注意し、異常を感じたら漏れの有

無を確認してください。

燃料タンクの点検を

将来の都市の姿を考える
12月18日(土)午後１時30分～４時
秋田県総合保健センター

住所、氏名、電話・ファクス番号、パネルディスカッションへの
質問を郵送、ファクス、Eメール、持参のいずれかで、
〒010-8560秋田市役所都市計画課☎(866)2152
ファクス(865)6957 Eメール ro-urim@city.akita.akita.jp
＊託児希望のかたは上記のほか、お子さんの氏名・生年月日・
性別を書いて、12月10日(金)までお申し込みください。

秋田市総合都市計画は、めざすべき都
市の姿やその実現に向けた土地利用の方
針、都市施設の整備方針を定めた計画で
す。前回は平成13年に見直しを行って
います。
現在、第６次計画などの素案に対する

意見募集を行っているほか、下表の日程
で素案の説明会を開催しています。詳し
くは広報あきた11月19日号５ページを
ご覧になるか、都市計画課へお問い合わ
せください。☎(866)2152

…(社)日本電機工業会☎03-3556-5887

暖房器具はこまめにチェック！

暖房器具のコードの傷みなどが原因で火災が起き
ています。電気毛布や電気カーペットなどのヒータ
ー線やコード周辺をよく点
検しましょう。少しでもお
かしいと思ったら、電源を
切り、コンセントからプラ
グを抜いて販売店またはメ
ーカーにご相談ください。

例

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環境保全課☎(866)2075
消防本部予防課☎(823)4247

問い合わせ

電気毛布・電気カーペット・電気ミニマットなど

今後の説明会の日程　
(時間は午後６時30分～８時)

(千秋久保田町６-６。県立脳血管研究センター手前)

入場無料　定員200人　託児あり

広報あきた 平成22年12月３日号07


